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2025 年度秋学期の市民未来大学 健康・趣味・教養コース「香り・においの学びと活用」では、

香りやにおいについてさまざまな視点から学び、実際にその作用を体験していただきました。以

下は講座内容の一例です。 

・植物の香りの嗅ぎ比べ 

・香りが生物の生存・子孫繁栄に果たす役割 

・免疫のしくみと体臭（におい）の関係 

・香りビジネス 

・香りと認知機能 

・日常生活や運動時に香りを取り入れる 

 

講座内では、植物から作られたオレンジ、レモン、ラベンダー、ローズなどの精油（いわゆる

アロマオイル）の香りを体験するとともに、好きな香りをブレンドしてオリジナルスプレーを作

製していただきました。受講生のみなさんは、香りの好みや印象がひとりひとり異なることにお

もしろさを感じていたようでした。 

また香りの活用事例として、6 種類の香りを嗅ぎ、何の香りかを答えて認知機能をチェックす

る「ニンテスト」（小林製薬）を体験していただきました。すぐに何の香りか分かる場合もあれば、

知っている香りなのに答えに迷う場合もあり、嗅覚と認知、記憶の関係の奥深さを楽しんでいら

っしゃいました。 

 第 4 回目にはパラリンピックの正式種目でもある「ボッチャ」で 2 人 1 組のチーム戦を行いま

した。コミュニケーションを取りながら体を動かし、途中の休憩ではペパーミントの香りを嗅い

で気分のリフレッシュや疲労回復の作用を体験していただきました。 

 

講座をきっかけに、身のまわりの香りやにおいに関心を持つようになったという方が多くいら

っしゃいました。ぜひみなさんの暮らしや健康に役立てていただきたいと思います。 
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